
運搬車 破砕装置 全 景 その他

  発行日　　２０２３年４月１９日

 環境経営レポート

会社の写真

 ２０２１年度
  （  活動期間：２０２１年１１月 ～ ２０２２年 １０月 ）

  株式会社　成　和
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　　２）　所在地　本社　〒811-0104　福岡県糟屋郡新宮町大字的野595番地18

　　　　　処理施設　　   〒811-0104　福岡県糟屋郡新宮町大字的野字五反田595番18

産業廃棄物

金属くず

木くず

廃プラスチック類

廃油

廃酸

廃アルカリ

本社 処理施設 駐車場

２人 ３人 無人

32㎡ 250㎡ 430㎡

産業廃棄物処理実績(2021年11月～2022年10月)

１．組織の概要、認証・登録範囲

　 　４）　事業の内容

　　　　　Ｅメールアドレス　　info@r-seiwa.com

売上高　　　6,213万円　　　２５期（2022年10月末）

他社 焼却、中和

他社処分

成和（破砕） 再資源、埋め立て成和

　　１） 事業者名　　株式会社　成 和

　　３）　環境管理責任者　　中村 圭介　　　　担当者　　川崎日和

　　　 　連絡先　TEL　092-962-1133

5,513　㎏

　 　５）　事業の規模

法人設立　　平成１０年１月７日

　　　　代表者氏名　　吉田 成敏

産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）、特別管理産業廃棄物収集運搬業

収集運搬 中間処理

従業員数

面　　　積

資本金　　　３００万円

成和

ＦＡＸ 　092-962-1134

従業員数　　　　　５人

事業年度　　１１月１日から翌年１０月３１日

産業廃棄物中間処理実績

産業廃棄物収集運搬実績

特別管理産業廃棄物収集運搬実績

592,385.1　㎏

448,865　㎏
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県 許可番号 許可日 有効期限

福岡県 0420053865 R 3.12.28 R 8.12.27

県 許可番号 許可日 有効期限 県 許可番号 許可日 有効期限

福岡県 04000053865 H 30. 6. 4 R 5. 6. 3 熊本県 04305053865 H 30.11.13 R 5.11.11

佐賀県 04103053865 R 4. 7.22 R 9. 7.21 宮崎県 04500053865 H 30. 9.26 R 5. 9.25

大分県 04402053865 R 4. 7. 24 R9 . 7. 23 鹿児島県 04605053865 H 30.11. 7 R 5.11. 6

長崎県 04200053865 H 30.11.17 R 5.11.16 山口県 03500053865 R 4. 7.26 R 9. 7.25

県 許可番号 許可日 有効期限 県 許可番号 許可日 有効期限

福岡県 04050053865 H 30. 6. 4 R 5. 6. 3 熊本県 04355053865 H 30.11.13 R 5.11.11

佐賀県 041153053865 R 4. 7.22 R 9. 7.21 宮崎県 04550053865 H 30. 9.26 R 5. 9.25

大分県 04452053865 R 4. 8. 9 R 9 . 8. 8 鹿児島県 04655053865 H 30.11. 7 R 5.11. 6

長崎県 04250053865 H 30.11.17 R 5.11.16 山口県 03550053865 R 4. 7.26 R 9. 7.25

産業廃棄物処分業（破砕）

 ６）　産業廃棄物収集運搬業及び処分業許可一覧（許可内容）

許可品目

産業廃棄物収集運搬業（積み替え保管無し）

許可品目（全県共通）

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等　　（以上３品目については、自動車等破砕物を除く。）、燃え殻、汚
泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、ばいじ
ん、政令第2条第13号廃棄物（廃プラスチック類、ガラスくず等、紙くず、木くず、繊維くず、がれき類について
は、石綿含有産業廃棄物を含む。）（廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず等・については、水銀使用製品産
業廃棄物を含む。）以上17品目

廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず、ガラスく
ず等

  （汚泥） 水銀又はその化合物、カドミウム又はその化合物、、鉛又はその化合物、有機リン化合物、六価クロム化合物、
砒素又はその化合物、シアン化合物、又は下記の有機系化合物を含むことのみにより有害なものに限る。
  （廃油） 揮発油類、灯油類及び軽油類、又は下記の有機系化合物を含むことのみより有害なものに限る。
  （廃酸） 水素イオン濃度指数２．０以下のもの又は水銀又はその化合物、カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合
物、六価クロム化合物、砒素又はその化合物、シアン化合物、又は下記の有機系化合物を含むことのみにより有害なも
のに限る。
  （廃アルカリ） 水素イオン濃度指数１２．５以上のもの又は水銀又はその化合物、カドミウム又はその化合物、鉛又はそ
の化合物、六価クロム化合物、砒素又はその化合物、シアン化合物、又は下記の有機系化合物を含むことのみにより有
害なものに限る。

※有機系化合物 ：　トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1・2－ジクロロエタン、1・1－
ジクロロエチレン、シスー1・2－ジクロロエチレン、1・1・1－トリクロロエタン、1・1・2－トリクロロエタン、1・3－ジクロロプロ
ペン、シマジン、チオベンカルブ又はベンゼン

許可品目（全県共通）

特別管理産業廃棄物収集運搬業（積み替え保管無し）

対象範囲：全組織

事業活動：産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）、

　　　　　　  特別管理産業廃棄物収集運搬業

エコアクション２１認証・登録範囲
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ガラスくず等

焼成して再資源化、もしくは埋立

製紙原料として再資源化

燃料として再資源化

製鋼原料として再資源化

路盤材として再資源化、埋立

紙くず

木くず

金属くず

 ７）　処理工程図

㈱成和　中間処理場(破砕)

廃プラスチック類

排出事業者

㈱成和　収集運搬 他社処分委託
燃えがら、汚泥、廃油、

廃酸、廃アルカリ、
動植物性残さ、鉱さい、
がれき類、ばいじん、

１３号廃棄物、
特別管理産業廃棄物

廃プラスチック類、紙くず、
木くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず等
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２．施設の概要

１）中間処理施設

２軸破砕機（出力５．５ｋｗｈ）

木 く ず ２．０２ｔ

設 置 場 所：福岡県糟屋郡新宮町大字的野字五反田595番18

設置年月日：令和３年５月１７日

処 理 能 力（１日８時間あたり）

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 ２．４４ｔ

紙 く ず １．６５ｔ

・5.5ｔクレーン付き車 １台

・2ｔ　クレーン付き車 １台

・4ｔ脱着装置付コンテナ専用車 １台

金 属 く ず ４．７８ｔ

ガ ラ ス く ず 等 　　　　 ４．６ｔ

２）産業廃棄物収集運搬車両

・3.5ｔクレーン付き車 １台

・軽トラック １台

・0.7ｔトラック １台
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３．実施体制

代表取締役　吉田成敏

環境管理責任者　中村圭介

環境管理担当　　河野拓海

事務　川﨑日和 処理施設　　止野達也

環境管理責任者
・EA２１ガイドラインの環境経営システムの構築、実施管理

・環境活動の取り組みを代表者に報告

・経営における課題とチャンスを明確にする

管理担当者

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己

　チェック実施

・教育・訓練の実施

役割分担

所　　属 役割・責任・権限

代表者

・環境方針の作成、環境管理責任者の任命

・資源（人、設備、費用等）の準備

・EA２１全体の評価と見直し実施

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

事　　務
・EA２１文書及び記録類の作成・維持管理を行う

・環境目標、環境活動の実績集計

処理施設

・環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・緊急事態への対応マニュアル作成

・問題点の発見、是正、予防処置の実施
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 　株式会社　成和は、産業廃棄物処理業を営んでおり企業より排出される廃棄物の有効

活用を推し進めるとともに、リサイクル活動に取り組んでいきます。限りある資源を維持す

るために、社員一人一人が環境保全の重要性を確認し、業務の遂行にあたり環境への配

慮を確実にすることで環境保全の向上を図るとともに環境経営の継続的改善に努めます。

　　（１）廃棄物の分別を徹底することにより、リサイクル率の向上に努めます。

　　（２）事務所及び施設の節電に努め、収集運搬車両には低公害車を活用し、

　　　 　二酸化炭素排出量の削減に努めます。

４．環境経営方針

代表取締役　吉田 成敏

１．経営理念

２．行動指針

　　（３）節水に努め、水使用量の削減を目指します。

　　（４）排出事業者への資源の有効利用の提案を行います。

　　（５）周辺の清掃を定期的に行い、地域美化に努めます。

　　（６）当社の事業に関する環境関連法規等を遵守します。

制定日　　２０１９年１０月１８日

株式会社　成和
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５．環境経営目標

2019年度 2020年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

基準値 （1％削減） （2％削減） （3％削減） （4％削減） （5％削減）

２０１８年11月～
2019年10月

2019年11月
～2020年10

月

2020年11月
～2021年10

月

2021年11月
～2022年10

月

2022年11月
～2023年10

月

2023年11月
～2024年10

月１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 40,307.7 39,904.6 39,501.5 39,098.4 38,695.4 38,292.3

（1）電気使用量削減

　　　　工場（処理施設） kWｈ 3,584 3,548.2 3,512.3 3,476.5 3,440.6 3,404.8

（２）車両等の燃料使用量削減

　　　　ガソリン ℓ 6,154.2 6,092.6 6,031.1 5,969.5 5,908.0 5,846.5

　　　　軽油 ℓ 9,182.3 9,090.4 8,998.6 8,906.8 8,815.0 8,723.2

（３）灯油 ℓ 273.3 270.5 267.8 265.1 262.3 259.6

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 240 237.6 235.2 232.8 230.4 228.0

産業廃棄物最終処分量の削減 ｔ 17.4 17.2 17.0 16.9 16.7 16.5

３．水使用量の削減 ㎥ 節水 節水 節水 節水 節水 節水

４.地域貢献活動の推進

会社周辺道路等の清掃 回／年 2 11/4月実施 11/4月予定 11/4月予定 11/4月予定 11/4月予定

１．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.463kg-CO₂／kWh（九州電力　2017年度・調整後排出係数）を使用する。

活動期間

単位

備考

２・電力使用量について事務所及び処理施設は、工場全体（５棟）の一部を賃貸契約しており電気使用量は工場全体の電力量メーターを一本化して

　　いるため個別にメーターを取り付け計量を開始した。

目　　　標２０１８年度
(基準年度)
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６．環境経営計画

担当者 日 程

毎月

毎月

止野 毎月

毎月

毎月

中村 毎月

河野 毎月

毎月

毎月

毎月

毎月

活動項目 日程

一般廃棄物 川崎 毎月

産業廃棄物 毎月

毎月

活動項目 部門（責任者） 日程

毎月

止野 毎月

毎月

活動項目 部門（責任者） 日程

河野 ２／年

川崎

止野
リサイクル率の向上

3.水使用量削減

手洗い時の流水調整

洗車時、洗濯時の流水調整

2.廃棄物排出量削減

ゴミ分別の徹底

排出事業者に対して廃棄物の物性などの情報提供

蛇口の開閉確認

4.地域貢献活動の推進

会社周辺道路等の清掃

防寒具の着用

川崎
室内温度管理

工場内設備等未使用時の消灯

効率的な走行ルートの設定

ガソリン、
軽油使用量
削減

車両点検

タイヤの空気圧をこまめに点検

法定速度の遵守、急発進急停止の禁止

アイドリングストップの推奨

カーエアコンの適切な使用

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目

電気使用
量削減

事務所内照明等未使用時の消灯

灯油使用量
削減

室内温度管理
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７ ． 環 境 経 営 計 画 に 基 づ き 実 施 し た 取 り 組 み 内 容

１） 二酸化炭素排出量の削減の取り組み内容

運転日誌（タイヤの空気圧点検、走行距離短縮等の）節電を更に周知するため、設定温度を表示

事務所及び処理施設の電気の使用量の削減に努めるように周知するため節電の表示をした。

をつけることで二酸化炭素の削減に努める

（事務所及び処理施設の電気の使用はオーナーと共有のため弊社使用量は不明よって推定値で記載）
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 産業廃棄物

リサイクル率を上げるため仕分け・分別

３）水使用量の削減

水使用はオーナーと共有のため水使用量は不明

引続き節水の表示をした

２） 廃棄物排出量の削減の取り組み内容

一般廃棄物

燃えるゴミ・燃えないゴミ分別
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４） 地域貢献活動

５） 事故及び緊急事態訓練
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８.環境経営目標の実績

活動期間：2019年11月～2020年10月）

基準年

2018年11月～
2019年10月

目標 実績 達成率 評価

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 40,307.7 39,098.4 48,639.9 75.60% ×

（1）電気使用量削減

　　工場（処理施設） kWh 3,584 3,476.5 3,426.0 101.45% 〇

（2）車両等の燃料使用量削減

　　ガソリン ℓ 6,154.2 5,969.5 9,964.74 33.07% ×

　　軽油 ℓ 9,182.3 8,906.80 9,277.32 95.84% ×

（３）灯油 ℓ 273.3 265.1 0.0 200.00% 〇

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 240 233 228 100.00% 〇

産業廃棄物最終処分量の削減 ｔ 17.4 16.90 0.156 199.08% 〇

３．水使用量の削減 m³ 節水 節水 節水 ― 〇

４．地域貢献活動の推進 11月、4月に実施済み。

会社周辺道路等の清掃 ― ― 11/4月予定 11/4月実施 〇

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、0.463kg-CO₂／kWh（九州電力　2017年度・調整後排出係数）を使用した。

※達成率の計算式は「(((目標 ー 実績)/目標) + 1 ) × 100％」を使用した。

節水

単位
2021年11月～2022年10月

評価のコメント

全社員に浸透しているが、更に認識を高
めたい。

全社員節電に努めた結果目標を達成でき
た。来期も更に節電意識を高めたい。

車両の燃料について、エコドライブはでき
ているが、前年比で仕事量が増大してい
るため、目標を達成できなかった。灯油に
ついては、使用をやめた為、目標を達成
できた。

目標達成。更に分別を徹底したい。

リサイクル率を高めることができ、目標を大
幅に達成できた。

14



　９．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取り組み計画

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

一般廃棄物 〇

産業廃棄物

〇

〇

〇

〇

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

次年度の環境経営目標及び環境経営計画

　活動を初めての初年度であったが、概ね計画通りに目標を達成できた。次年度以降も引き続き各項
目の活動を定着、遵守していきたい。

4.地域貢献活動の推進

活動項目 ２／年

会社周辺道路等の清掃 11月、4月に実施

3.水使用量削減

活動項目 1年間の評価

手洗い時の流水調整 計画通り実施された。引き続き、各
項目の活動を遵守していく。

洗車時、洗濯時の流水調整

蛇口の開閉確認

ゴミ分別の徹底 計画通り実施された。廃プラスチッ
ク類のリサイクル率を大幅にアップ
することができた。排出事業者に対して廃棄物の物性などの

情報提供、リサイクルの効率化
〇

計画通り実施された。引き続き、各
項目の活動を遵守していく。灯油の
使用を廃止したため、大幅に削減で
きた。

タイヤ空気圧をこまめに点検

法定速度の遵守、急発進急停止禁止

アイドリングストップの推奨

カーエアコンの適切な使用

効率的な走行ルートの設定

2.廃棄物排出量削減

活動項目

灯油使用量削減
室内温度管理

防寒具の着用

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目

電気使用量削減

事務所内照明等未使用時の消灯

ガソリン・軽油
使用量削減

車両点検

室内温度管理

工場内設備等未使用時の消灯

実施状況

実施状況

実施状況

実施状況

1年間の評価

1年間の評価
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　環境関連法の遵守状況をチェックの結果違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等も創業以来ありません。

１１．代表者による全体の評価と見直しの結果

　今年度は全社員、より一層意識を高め行動をした。その結果目標を達成できた項目が増え
た。業務量の増加により、車両等についてのエネルギー削減は難しかったが、1台車両を新しく
購入し、以前より環境負荷が減ったと予測される。今後も一人一人出来ることを考え、実践して
いきたい。
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